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我が国でHACCPを制度化するに当たっては、コーデックスのガイドラインに基づくHACCP
の7原則を要件とする基準（基準Ａ）を原則としつつ、コーデックスHACCPの７原則をそのまま
実施することが困難な小規模事業者や一定の業種については、コーデックスHACCPの７原則の
弾⼒的な運⽤を可能とするHACCPの考え⽅に基づく衛⽣管理の基準（基準Ｂ）によることが
できる仕組みとする。

適用する基準の考え方
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基準Ａの考え方
�対象となる事業者（基準Ａ）
・HACCPを制度化するに当たっては、コーデックスのガイドラインに基づくHACCPの7原則を
要件とする基準（基準Ａ）を原則とする。

・と畜場及び⾷⿃処理場（認定⼩規模⾷⿃処理場を除く。）は基準Aを適用する。
⾷⾁処理⼯程が共通であること
検査員が常駐している
諸外国においてもコーデックスHACCPが適用されている

⾷品事業者における衛⽣管理計画の例


